
長手ＨＤ
社長に就任する

楢木　一秀氏
な ら き か ず ひ で

略
　

歴

神
鋼
の
人
脈
経
験
活
用
し
拡
販
　
１
９
７
７
年
︵
昭

︶
大
阪
大
基

礎
工
学
部
卒

神
戸
製
鋼
所
入
社


機
械
事
業
部
門
で
技
術
畑
を
歩
み


米
関
連
会
社
の
社
長
や
産
業
機
械
事

業
部
長
な
ど
機
械
部
門
の
要
職
を
歴

任

２
０
１
２
年
専
務
・
機
械
事
業

部
門
長


年
副
社
長


年
コ
ベ

ル
コ
建
機
社
長

神
鋼
顧
問
を
経
て


年
６
月
長
手
Ｈ
Ｄ
副
社
長
と
し
て

入
社


年
６
月
現
職

１
９
５
３

年
︵
昭

︶

月

日
生
ま
れ

神

戸
市
灘
区
出
身


　
神
戸
製
鋼
所
副
社
長
を
務
め

そ

の
後
顧
問
と
し
て
神
戸
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
時
代
に
縁
が
あ
り

海
陸

運
送
業
の
長
手
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

︵
長
手
Ｈ
Ｄ

本
社
・
神
戸
市
中
央

区
︶
の
副
社
長
と
し
て
入
社

き


う
６
月

日
の
株

主
総
会
で
社
長
へ

就
任

﹁
物
流
の

構
造
改
革
が
問
わ

れ
る
時
代
に

顧
客
と
社
会

そ
し

て
当
社
の

三
方
よ
し

で


Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
と
い
う
価
値
あ
る

輸
送
を
実
現
し
た
い

物
流
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
を
強
化
し

モ

ダ
ル
シ

フ
ト
を
加
速
さ
せ

物
流
問
題
の
解

決
と

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
﹂
と
抱

負


　
長
手
Ｈ
Ｄ
は
海
陸
複
合
輸
送
を
全

国
展
開
す
る

自
動
車
や
建
機
な
ど

特
殊
車
両
の
輸
送
に
強
み
を
持
つ

が

紙
パ
ル
プ

日
用
品

飲
料


農
作
物
な
ど
カ
バ

範
囲
は
広
い


グ
ル

プ
全
体
で
社
員
数
は
約
１
９

０
人

２
０
２
５
年
３
月
期
は
増
収

増
益
で

売
上
高
１
３
２
億
円


　
今
年
に
入
り
長
手
裕
輔
Ｃ
Ｅ
Ｏ

︵

︶か
ら
社
長
就
任
を
要
請
さ
れ


驚
き
な
が
ら
も
そ
の
場
で
快
諾

長

手
家
以
外
で
は
同
社
初
の
社
長
と
な

る
が
特
段
意
識
は
せ
ず
﹁
多
様
な
人

材
に
と

て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

に
す
る
た
め
に

人
事
・
給
与
制
度

を
見
直
し
た

社
員
が
や
り
が
い
を

持

て
働
け
る
よ
う
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
を
取

て
い
く
﹂
と
意
気
軒

昂
だ


　
神
鋼
時
代
は
機
械
畑
で
技
術
者
と

し
て
活
躍

米
子
会
社
お
よ
び
コ
ベ

ル
コ
建
機
社
長
を
歴
任
し

経
営
の

実
務
経
験
も
十
分

﹁
こ
れ
ま
で
現

場
・
現
物
・
現
実
の
﹃
三
現
主
義
﹄

を
モ

ト

に
や

て
き
た

神
鋼

時
代
に
培

た
経
験
や
人
脈
を
駆
使

し

さ
ら
な
る
事
業
領
域
の
拡
大
と

社
内
外
を
含
め
た
情
報
ネ

ト
ワ


ク
を
活
用
し

販
路
を
拡
大
し
て
い

く
﹂
と

古
希
を
越
え
て
な
お
精
力

的
に
働
く


　
休
日
は
ゴ
ル
フ
や

国
内
各
地
の

旅
行
先
に
妻
と
２
人
で
赴
く


　
︵
斎
藤
　
雄
輝
︶
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